
 
                          

広島大学における授業料の納付方法の改善について 
 

－行政苦情救済推進会議の意見を踏まえた当局あっせんに対する改善措置状況－ 
 

中国四国管区行政評価局は、広島大学における授業料の納付方法の改善に関する行政相談を受けて、実情を

調査の上、行政苦情救済推進会議（座長：川内
か わ う ち

劦
つとむ

広島修道大学教授）の検討結果を踏まえ、同大学に対し、改

善を検討するよう平成25年3月にあっせんを行い（同年３月22日公表済み）、４月に同大学からあっせんに

対する回答（同年５月17日公表済み）を受けています。 

このたび、その後の改善措置状況について同大学に確認したところ、以下のとおり、授業料の納付が可能な

振込先金融機関を追加するなどの措置を講じた旨回答がありました。 
 
 
◆行政苦情救済推進会議とは 

行政相談事案のうち、様々な視点から検討することが必要と考えられる事案の処理について、民間有識者の意見

を聴取することにより、より公平・中立的かつ的確な処理を推進するために設置 
 
 
 

 

  
【当局あっせん内容、あっせんに対する広島大学の回答内容及びその後の改善措置状況】 

当局あっせん内容 
（平成 25年３月 22日） 

今回確認した改善措置状況 
（平成 25年 10月31日） 

備考 

広島大学は、授業料の納付方法について、学

資負担者の経済的負担の軽減及び利便性の向

上を図る観点から、次のいずれかの措置を講ず

る必要がある。 

 

① 口座振替方式の採用について検討し、同方

式を採用する場合には、県外の学資負担者も

利用しやすいように、学生の出身県に窓口を

持つ金融機関からの口座振替が可能となる

措置を講ずること。 

 

② 振込方式を継続する場合には、広島県の地

方銀行に加え、学生の出身県にも窓口を持つ

金融機関を指定口座に加えるとともに、学資

負担者の振込手数料の減免の措置を講ずる

ことについて検討すること。 

授業料の納付方法について、学資負担者の利

便性の向上及び経済的負担の軽減を図る観点

から、平成 25年 10月入学者分より、下記のと

おり、振込先金融機関として３銀行を追加する

とともに、振込手数料の減免措置を講じた。 

 なお、平成 26年４月からは全学生を対象と

する。 

 

① 三井住友銀行（振込手数料：無料）、もみ

じ銀行（同：420円）及びゆうちょ銀行（同：

330円）を振込先金融機関として追加 

 

② 広島銀行の振込手数料を 525 円から 420

円に減額 

 当局あっせん

に対する平成 25

年４月の回答で

は、全国に支店を

有する金融機関

等を振込先とし

て追加し、振込手

数料の軽減につ

いて金融機関等

と交渉中であり、

10 月には実施で

きる見込みであ

るとしていた。 

            
中国四国管区行政評価局 
 

私は九州地方に在住しているが、子どもが在学している広島大学は、授業料の納付方法として振込方式し

か認めていないため、授業料を納付の都度、金融機関に出向かなければならない上に、同大学が指定金融

機関としている広島銀行が県内にないこともあって、振込手数料840円を負担しなければならない。この

ため、私は、少しでも手数料の負担を減らすため、前期と後期の授業料１年分をまとめて納付している。 

他の多くの国立大学では、口座振替方式による納付方法をとっているため、納付の都度、金融機関に行く

必要はなく、振替手数料も無料であると聞いている。広島大学でも口座振替方式により授業料を納付でき

るようにしてほしい。 

【本件のきっかけとなった行政相談】 


